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２０１３年 ２月度テーマ ； 友

２．スカウトは友情にあつい スカウト諸君へ
スカウトは、きょうだいとして仲よく助け合います。 ３月の活動予定  
すべての人を友とし、相手の立場や、考え方を尊重し、思いやりのある人になります。 テーマ ； 規律正しく （スカウトは礼儀正しい）

活動目標 ； 自ら考え判断し決断する力を養う

　スカウトのおきての第二は「スカウトは友情にあつい」です。 プログラム ； 長距離ハイク

同じ制服を着ているから、スカウトの仲間だというのでなく、スカウトの活動を ソング ； ハイキング

重ねていくうちに、スカウトとして暖かい友情が生まれ、心の通った交際が 日時 場所 集会 内容 備考

できるように願っています。 ３/７　（月） アネッサ GB集会 B-P祭評価反省、DC

　スカウトが活動を行うにあたり、班の仲間と活動をともにします。 長距離ハイクにむけて

一緒にゲームをしたり、ハイキングをしたり、テントを建てたり、食事を作ったり ３/１０（月） アネッサ 班集会 長距離ハイクにむけて

する中で、互いの信頼を基にして互いに励ましあい、助け合い、忠告しあって ３/１７（月）

健やかな心身の発達をはかり、友情の輪を広げよう。 ３/２９-３０ 大多喜～高滝 隊集会 長距離ハイク

　そして、友情の輪を、少しずつ広げていこう。 ～姉崎

　スカウト諸君がこうした精神を常に持ち、強めていくことを願う。

特に、スカウトはどんな階級、信条、国籍のスカウトとも友人である、というおきてを 寒さに負けず元気に活動しよう。

今後もしっかりと守ってほしい。このおきてをしっかりと実践すれば、各国のボーイ

スカウトは互いに真の友人、仲間となり、各国の間に真の平和を実現するのに

大いに役立つであろう。 保護者の皆様へ
ベーデンーパウエル　帝国の若き騎士たちより 　２月度の活動では、スカウト運動の創始者ベーデン-パウエルについて学び、彼の

残したスカウトへのメッセージには、スカウトのちかいを上手く言い換えたものである

全員が１級スカウトを目指そう。 ことを学びました。

現在、２級スカウトが３名と初級スカウトが４名です。自分の進級目標は 　団としての活動において、年代の異なるカブスカウトやビーバースカウトと一緒に

できているだろうか。今年は、初級スカウトが２級に、２級スカウトが１級に 活動することによって、年少のスカウトをいたわり手助けすることを、体験を通して

それぞれ進級できるように努力しよう。 学ぶことを目指しています。その気づきの場でもあります。スカウトのちかいやおきて

待っていても進級はできません。自分で目標を立てて、一歩一歩前進しよう。 の実践です。

　ビーバースカウトからカブスカウト、ボーイスカウトへと進級してきました。今後ベン

チャースカウト、ローバースカウトへと進級していきます。それぞれのユニフォームや

２月は記録的な大雪が降りました。雪が積もった後、みんなはどんな行動を 活動内容は年代特性に合わせて異なりますが、一貫した人間教育です。

とりましたか。雪合戦？雪だるま作り？寒いので布団の中？ スカウティングは少しずつ確実に成長していきます。温泉のようにじわじわ効いて

スカウトは、そんなときどのような行動を取ったら良いだろうか。 きます。各課程のなかでも少しずつ成長していきます。スカウトの成長を皆で見守り

B-Pのラストメッセージを思い出してみよう。スカウトのちかいの言葉を思い 手助けしていきましょう。

出してみよう。

いやいやながら行われた努めは半分の価値しかないが、喜んでなされた努めの価値は２倍である。 B-P


